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 未来社会を切り拓くための資質・能力の基本的な考え方   
 
 「学びに向かう力・人間性等」の涵養  
  どのように社会・世界と関わり、より  
よい人生を送るか  
 「知識及び技能」の習得           「思考力・判断力・表現力等」の育成  
何を理解しているか、何が           理解していること・できることをど  
できるか                   う使うか  
 
 
   育成を目指す資質・能力の三つの柱  
     「何のために学ぶのか」  
 
     
                             
 
     
      『社会に開かれた教育課程』の実現  
 
     
  ○何ができるようになるか（育成を目指す資質・能力）  
 
     
  ○何を学ぶか（教科間・学校段階の接続を踏まえた教育課程）  
 
     
  ○どのように学ぶか（指導計画、学習・指導の改善・充実）  
 
     
  ○子供一人一人の発達をどのように支援するか  
 
     
  ○何が身に付いたか（学習評価の充実）  
 
     
  ○実施するために何が必要か  
 
     
        
【各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現】  

























話 的 で 深 い
学び」（アク
ティブ・ラー
ニ ン グ の 視
点）からの学











































































































































































































































































































一斉指導      
       ○基本動作や受け身から  
        投げ技へのスモールステップ  
      グループ指導  
○基本となる技（習得の程度に応じた）  
       かかり練習   約束練習  
自由練習  
                 （簡易な試合） 
 整理運動・反省・評価・次時のねらいの確認  
????????????
－ 106 －
　①　生徒自ら自他の安全について十分に配慮しながら活動ができるよう指導する。
　②　体調に異常を感じたら運動を中止することなどがある。
　③ 　指導する側は、事前に生徒の健康状態について把握すること。また、指導中常に生徒の体
調等には十分に気をつけ、運動の継続が可能かどうか、適切な判断と処置が重要である。
（2）多くの生徒が「初心者」であることを踏まえた段階的な指導を行う。
　①　初めて中学校で柔道を学ぶ生徒が多いことを、十分に想定しておくこと。
　② 　受け身が安全にとりやすい技から指導することが考えられ、さらに初心者の指導では、安
全に十分配慮した段階的な指導を進める。
　③　技能の程度や体力が大きく異なる生徒同士を組ませることはしない。
（3）「頭を打たない・打たせない」ための「受け身」の練習をしっかりと行う。
　① 　柔道の練習（受け身の練習、かかり練習、約束練習、自由練習など）において、自らの身
を守るための受け身の重要性の認識が最も重要である。
　② 　取と受との関係からいえば、取はしっかりと立ち、引き手（受の袖）を引いて相手に受け
身を取らせること、低い姿勢や前のめりで技をかけることは避けることが重要である。
（4）固め技では抑え技のみ指導し、誤って腕や帯で相手の頸部を絞めないようにする。
（5）しっかりと受け身を身に付けさせたうえで、生徒の状況にあった投げ技の指導を行う。
　①　柔道の技は、学習指導要領解説において基本となる技だけを例示している。
　② 　学習指導要領解説に示されている技はあくまでも例示であり、必ずすべての技を取り扱わ
ねばならないという必要はない。生徒の実態や学習の状況や技能の定着の程度を十分見極め
た指導計画の作成が重要である。
２　技能の定着と安全を配慮した効果的な指導方法の工夫
　グループによる対人技能の練習は、技の定着の程度や行い方などの把握や相互評価の機会とし
ても重要である。そこで、技能の定着の程度や知識の理解の程度を把握するためにグループ内で
審判を付け練習をする過程が効果的である。自己（取）の技の定着の程度を審判法により、「一本・
技あり・有効」とジャッジすることで把握できる。技の練習の早い段階からグループ学習を取り
入れ行うことで、技能の定着に有効である。
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